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第５回 佐渡市男女共同参画推進懇談会 会議録（概要） 

 

Ⅰ 会議の名称  第５回 佐渡市男女共同参画推進懇談会 

 

 

Ⅱ 開催日時  平成 27年３月 20日 午後１時 30分から３時 30分まで 

 

 

Ⅲ 場所    金井コミュニティセンター２F 小会議室 

 

 

Ⅳ 議題 

１ あいさつ 

２ 報  告 

  （１）第２次佐渡市男女共同参画計画について 

３ 協  議 

（１）第４回議事録について 

（２）平成 27年度に向けて 

（３）その他 

 

 

Ⅴ 会議の公開・非公開   公開 

 

 

Ⅵ 出席者（敬称略） 

 中川 美津子、三浦 みどり、樋熊 敏文、中川 健二、片岡 悦子、齋藤 美佐

枝、長野 雅子 

 ※欠席者：計良 昌子、本間 雅博、菊池 正樹 

 事務局：祝係長、相田主任、松本主事 

  

 

Ⅶ 会議資料 

配布資料 

資料№１ 第２次佐渡市男女共同参画計画書(最終版) 
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資料№２ 第４回佐渡市男女共同参画推進懇談会議事録 

資料№３ 平成 27年度男女共同参画事業（予定）の概要 

 

 

Ⅷ 会議の概要（発言の主旨） 

１ あいさつ 

 渡辺総合政策課長 

 

 

２ 報告 

（１）第２次佐渡市男女共同参画計画書について 

 事務局から以下の資料をもとに説明 

資料№１ 第２次佐渡市男女共同参画計画書(最終版) 

＜説明の内容＞ 

 計画書の内容説明 

＜意見の内容＞ 

参加者：パブリックコメントの結果はどうなったのか。 

事務局：問合せは１件あったものの最終的に意見はなかった。概ね市民の皆さんの了

解を得られたと考えられるが、男女共同参画に関する意識が低かったことが

その原因の一つとも考えられるため、これからも引き続き男女共同参画の意

識啓発をしっかりと行っていく必要があると感じた。 

 

参加者：一番最初の指標が№２になっているが、この理由は。 

事務局：計画書の第３章 指標に掲載しているとおり、どこの基本目標にも属さない、

「この計画が目指すべき方向性」を№１としている。わかりやすいように検

討する。 

 

参加者：第２章 基本目標Ⅱ男女の人権の尊重と生涯を通した女性の健康づくり 重

点目標１女性に対するあらゆる暴力の根絶の現状と課題について、ＤＶは犯

罪につながるものであることをもっと強調できれば良かったと思う。 

事務局：今後様子を見ながら、次期計画に向けて検討していく。 

 

参加者：第２章 基本目標Ⅱ男女の人権の尊重と生涯を通した女性の健康づくりのコ

ラムであるＤＶの相談窓口について、転入して間もない人や携帯電話から電
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話する人もいるので、窓口に市外局番を入れた方がいい。 

事務局：市外局番を追加する。 

 

参加者：第２章 基本目標Ⅳ男女が共に参画できる活力あるまちづくり 重点目標４

防災・災害復興への女性参画の促進の指標について、現状と目標値が変わっ

ていないのはなぜか。 

事務局：防災会議における女性委員の割合の項目であるが、防災会議のメンバーはい

わゆる充て職の人が多く、何とか女性を確保している状況である。そのため、

女性を減らさないことを目標に掲げている。 

 

 

３ 協  議 

（１）第４回議事録について 

  事務局から以下の資料をもとに説明 

資料№２ 第４回佐渡市男女共同参画推進懇談会議事録 

＜説明の内容＞ 

 議事録の概要説明 

＜協議の内容＞ 

参加者：第２章 基本目標Ⅱ男女の人権の尊重と生涯を通した女性の健康づくり 重

点目標１女性に対するあらゆる暴力の根絶の「市民の皆さまへのお願い」に

おいて、暴力やその疑いがある場合の通報義務について意見を出したが、こ

れは暴力全体ではなく子どもの虐待の場合である。修正してもらいたい。 

事務局：内容を修正する。 

 

（２）平成 27年度に向けて 

 事務局から以下の資料をもとに説明 

資料№３ 平成 27年度男女共同参画事業（予定）の概要  

＜説明の内容＞ 

 27年度に予定している事業の概要説明 

＜協議の内容＞ 

参加者：来年度の懇談会の開催予定はどうなっているか。 

事務局：10月に１回開催を予定している。またできる限り情報提供を行っていくので

懇談会に限らず随時ご意見をいただきたい。 
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事務局：意識啓発のためのセミナーについて、「家庭における男女共同参画」をテー

マに開催を考えているが、その中身について意見があればいただきたい。 

参加者：（子育ての際のストレス解消法、男性の介護、等の意見あり） 

 

参加者：意識啓発のためのセミナーについて、定員 50人は少ないのではないか。 

事務局：少人数により、講師と参加者が双方向で意見できる場を考えていた。しかし

ながらこれから検討していくことなので、講演会とするのかワークショップ

にするのかも含めて今後考えていくのでご意見をいただきたい。 

参加者：グループワークで参加者が発言できる方が良いのではないか。特に子育て世

代のお母さんは、参加するまでのハードルは高いものの、いざ参加すれば積

極的に話をする人が多い。 

事務局：今後参考にさせていただく。 

 

事務局：意識啓発のためのセミナーについて、男女共同参画を推進する団体のブース

の設置あるいは活動内容を紹介したい。また、起業を目指す女性の商品紹介

もしたいと思うが、各団体の皆さまには協力してもらえないか。 

参加者：早目に日程を教えていただければ協力していきたい。 

 

参加者：職員研修はどのような形で行うのか。 

事務局：職員全体に声がけをして、特に役職を問わず希望する職員が参加するもの。 

 

（３）その他 

・男女共同参画計画書が完成したら送付させていただく。 

・27年度も引き続きお願いしたい。ただし団体からの推薦で役職を離れる一部の人

については、後任の方への引継をお願いしたいし、新しい人の名前がわかれば教

えていただきたい。 

・27 年度は 10 月ころに開催予定。それまでの間にも出来る限り情報はお渡しした

いと考えているので、ご意見があれば電話でもメールでもいただきたい。 

 


